
●平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災により、東北地方の太平洋沿岸は津波に

よる甚大な被害を受け、多くの尊い命が奪われたところです。 

 明日の未来を担う子どもたちを守るのは社会全体の使命であるとともに、私たちはいつ起き

てもおかしくない巨大地震や津波に対し、被害想定を正確に把握し、減災のための準備をす

る必要があります。 

 県においては、平成 25年 2月に内閣府が示した「南海トラフ巨大地震」による津波想定に

県独自の検討を加えた「津波浸水想定」を作成するとともに、今般、各施設において地震・津

波に対応した防災マニュアルを作成する際の参考となるよう手引きを策定しました。 

 各施設におきましても、それぞれの地域に応じた防災マニュアルの策定や見直しといった

改善に努めていただくとともに、次世代を担う子どもたちの安全と保護者の安心の確保の役

立てられるよう、当該作成の手引きをご活用ください。 

 






















































